
成果目標（目標とする状態） 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（掘り起こし/計画・構想段階）
・地域において、集落活動セン
ターの取り組みの必要性や意
義、事例の情報が広く行き渡っ
ている。
・市町村において、地域ごとの取
組み方針に沿った支援が進んで
いる。

（立ち上げ準備段階）
・地域の課題や将来像について
の話し合いが県内各地で始ま
り、集落活動センターの立ち上
げに向けた具体的な協議が進
んでいる。

（活動段階）
・開設された集落活動センター
において、住民主体の取り組み
が進んでいる。
・集落活動センターが行う経済
活動の新たな展開や事業の拡
充が図られている。

・捕獲報償金による支援の充実
・年間を通じた捕獲体制の確立
・配付わなによる捕獲の継続
・新規狩猟者の確保
　　　　（わな猟　500人）
・捕獲技術講習会（5回）

捕獲困難地における捕獲体制
の構築

●

・妥当な捕獲目標頭数の設定
・計画の策定

③サル捕獲技術
研究事業による
サル対策の強化

・被害集落の半減
　３年間で５００集落
　（Ｈ２８年度１７５集落）

平成２８年度中山間総合対策本部重点テーマのスケジュール進行管理表

区分

中山間対策の
目指す方向

「中山間地域でだれもが一定の収入を得ながら、安心して暮らし続けることのできる仕組みづく
り」の推進　【生活を守る】【産業をつくる】

重
点
テ
ー

マ

②鳥獣被害対策
専門員による被
害集落の総合支
援

④第二種特定鳥
獣管理計画策定

野生鳥獣
に強い高
知県づくり
の推進

鳥獣被害
対策

シカ捕獲
目標達成
に向けた
捕獲の推
進

地域での捕獲推
進

①捕獲報償金（国
交付金・県単）によ
る捕獲への支援
②配付くくりわなに
よる捕獲の推進
③新規狩猟者の
確保と捕獲技術の
向上

④指定管理鳥獣
捕獲等事業によ
る捕獲

①野生鳥獣に強
い県づくり事業
による成功事例
の普及拡大

集落活動
センター
の推進

集落活動センターの取り組
みへの支援

要望調査 

4月1日付 

委託契約 

専門機関による集落支援（専門員サポート等） 随時 実績報告 

支払い完了 

（5月中旬目処） 

推進チーム会 

（３ブロック） 
支援集落に応じて適宜開催 

集落勉強会の開催 集落会合（防護柵設置等合意形成） 

防護柵設置計画の策定 

防護柵の設置・管理 

モデル集落等先進事例の調査等 

集落環境調査（自動カメラ調査等） 放任果樹の除去・追い払い等防除活動の推進 

ジビエ料理教室等有効活用の取り組み 

集落ぐるみでの捕獲の実施 くくりわな配付＆捕獲技術講習会 狩猟免許の取得 

毎月進捗を

報告 

毎月進捗を

報告 
毎月進捗を

報告 

毎月進捗を

報告 

毎月進捗を

報告 

毎月進捗を

報告 
毎月進捗を

報告 

毎月進捗を

報告 
毎月進捗を

報告 
毎月進捗を

報告 

支援結果の

取りまとめ 

専門員による支援 

空白地域の解消と支援充実 支援集落の追加等（適宜） 
次年度支援

集落の選定 

次年度支援

集落の決定 

H28年度支援集落

の決定 

専門員会 

（支援集落決定） 

契約事務 

市町村 

ヒアリング 

捕獲の実施（約３～４ヶ月間） 

出没状況調査、アンケート、自動カメラ調査等 

大型囲いわな設置場所の検討・整地等準備 

報告会・研修会 

実績報告 大型囲いわなの設置 

餌付けの開始 

市町村を通じて使用状況を定期的に把握 

◆
11
・
15
狩
猟
解
禁
日 

わな猟の捕獲技術講習会の開催 講習会開催準備 

実
績
と
り
ま
と
め 平成２５～２７年度配付のくくりわなによる捕獲 

狩猟終了 （3/15） 

実施地域の検討 

実施計画素案策定 

生息調査実施・実施計画策定 
認定事業

委託内容の検討・仕様書作成 

契約 

捕獲実施（約3ヶ月、延べ12回） 

交付申請 交付決定 

実
績
報
告

 

狩猟フォーラムの実施 

効果検証等 

狩猟期のシカ捕獲報償金（@8,000円）による支援 

市町村の捕獲報償金への上乗せ（国交付金）による支援 

平成２５～２７年度に配付したくくりわなでの有害捕獲許可による捕獲 

新規狩猟者の掘り起こし 

（高知県づくりの支援集落や市町村等を通じたＰＲ） 

計画検討会 計画検討会 

計画協議 
計画検討会 事後調査 

委託内容の検討・仕様書作成 生息調査実施 

データ集計等 

生息数推計 

（ベイズ推計） 

国ガイドライン告示 

環境審議会 

自然環境部会審議 

計画策定 

パブコメの実施 

国・市町村等協議 

環境審議会答申 
特定計画検討会 

（第３回） 計画素案作成 
特定計画検討会 

（第２回） 
特定計画検討会 

（第１回） 

計画修正 計画修正 

林業学校での狩猟免許取得講座 
農業大学校での 

狩猟免許取得講座 

資料２ 

重

・支援ハンドブックの改訂・支援マニュアルの充実 
ハンドブック改訂準備（3月）→改訂（4月） 

・研修会の開催 

アドバイザー等の派遣（随時） 
・アドバイザー等の派遣 

第1回集落支援担当総括会（4/14）     
・庁内推進会議等での情報共有・協議 

集落支援担当総括会等による情報共有・協議（随時） 

中山間総合対策本部会議（5/17） 中山間総合対策本部会議（2月） 

設立総会・記念講演（6/3） 

          ロールモデル等について関係機関による協議（随時） 
・地域本部・支援チームの取り組み 

 （ロールモデル等の重点支援） 

 （具体的な支援と進捗状況の確認） 

・広報の実施 
区長会等、様々な機会での取り組みの周知（随時） 

広報番組・広報誌等による情報発信（随時） 

｢さんSUN高知｣7月号県政ピックアップ 

地域支援企画員研修会（10月） 地域支援企画員ブロック別勉強会（6月～9月） 

集落活動センターポータルサイト「えいとここうち」による情報発信（随時） 

全体研修（5/16） 

改訂版ハンドブックの配付（5月） 

テーマ別研修（7～9月） 

支援マニュアル追加・充実準備（12月）→配付（2月） 

ＰＲ・特産品販売イベント（随時） 

広報番組による情報発信（12月） 広報番組による情報発信（6月） ラジオ番組による情報発信（9月） 

・連絡協議会の立ち上げ 
協議会・推進フォーラム（2月） 

パンフレットの配布（5月～随時） 

運営組織代表者による情報交換・交流（随時） 

中山間総合対策本部会議（9月） 中山間総合対策本部会議（11月） 中山間対策関係部局等会議（6月） 中山間対策関係部局等会議（1月） 
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成果目標（目標とする状態） 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月区分

捕獲鳥獣
の有効活
用の促進

・ジビエの消費拡大
・ジビエフェア参加者数：2000名
・ジビエフェア参加店舗：40店

市町村の交通不便地域におけ
る、新たな移動手段の導入が進
んでいる。

市町村職員の知識の向上と国・
県・市町村等との連携が図ら
れ、住民の利便性向上の視点
に立った地域交通の取り組みが
促進されている。

市町村への
サポート

市町村が行う、高齢者等が生活
用品等を容易に確保できる仕組
みづくりが進んでいる。

それぞれの地域で、「小さなビジ
ネス」の発掘、育成を促進し、中
山間地域における住民力が高ま
り、集落活動センターや地域ア
クションプランなどの取り組みに
繋がるなど、地域の元気づくり
が進んでいる。

・地域アクションプランに位置付
けている「拠点ビジネス」の取り
組みについて、活動の強化が図
られ、中山間対策のけん引役と
して、地域や集落の活性化に産
業面から寄与している。
・新たな「拠点ビジネス」の芽が
育ち、取り組みが各地に広がっ
ている。

県補助事業

重
点
テ
ー

マ

・捕獲鳥獣の有
効活用に向けた
体制作りの強化

鳥獣被害
対策（続
き）

小さなビジネスの推進

拠点ビジネスの推進

小さなビ
ジネス・
拠点ビジ
ネスの推
進

移動手段
の確保対
策

市町村へ
のサポー
ト

県補助事業

補助金以外の事
業

高齢者等
が生活用
品等を容
易に確保
できる仕
組みづく
り

庁内推進チーム会議（随時） 
中山間総合対策本部で進捗

状況の報告  

中山間総合対策本部で進捗

状況の報告  
地域アクションプランの実

行支援チームによる「拠

点ビジネス」のサポート、

産業振興推進地域本部

会議で新たな「拠点ビジ

ネス」の可能性の検討 

よさこいジビエ研究会による安全安心なジビエの供給・流通・普及の体制づくり 
よさこいジビエフェアの実施 

ジビエフェア参加店舗募集・実施準備、ＰＲ 

・委託内容の検討・仕様書作成 ・契約事務 
・食肉処理業者研修会（２回） 

・シカ肉調理教室（２会場×２回） 

・よさこいジビエ研究会（４回） 
実
績
報
告

 

狩猟免許更新講習での狩猟者へのガイドライン周知 

集落活動センターでの小さなビジネスづくり（解体処理施設の整備） 

皮・角の活用研究・ペットフード・加工品のメニュー研究 

新たな小さなビジネスの掘り起こし及び個別案件のサポート（各地域本部）tiitii 

地域づくり支援事業費補

助金「小さなビジネス支

援事業」実施計画書提

出・ヒアリング実施 

中山間総合対策本部で進捗

状況の報告  

中山間総合対策本部で

進捗状況の報告  

Ｈ28年度 補助交付決定 

（年間通して随時） 

Ｈ29年度 補助要望調

査  
Ｈ27年度 補助事業検査 

        補助金確定 

執行状況 随時ヒアリング 

Ｈ28年度 補助交付決定 

（年間通して随時） 
執行状況 随時ヒアリング 

Ｈ27年度 補助事業検査 

        補助金確定 

Ｈ29年度 補助要望調

査  

要望内容 随時ヒアリング 

市町村の地域公共交通会議等出席 

「中山間地域における移動手段

確保対策の手引き」の改定 

市町村の取組状況の調査、更新 

ホームページ掲載、市町村等に通知 

中山間地域移動手段アドバイザー（7名）の派遣 

 市町村等に結果のフィードバック 

市町村からの要望等に応じて 

随時実施 

エリア別研修会を実施 

（２ヵ所（安芸地域、嶺北地域）を想定） 

市町村地域交通担当

者向け研修・情報交

換会開催 

（高知市内 ） 

現地視察研修開催 

（県内または中四国

内・１ヶ所） 

市町村の地域公共交通会議等出席 

中山間地域移動手段アドバイザー（9名）の派遣 

市町村からの要望等に応じて 

随時実施 

市町村地域交通担当

者向け研修・情報交

換会開催 

（高知市内 ） 

Ｈ28年度 補助交付決

定 
執行状況 随時ヒアリング 執行状況 随時ヒアリング 

Ｈ29年度 補助要望調

査  

要望内容 随時ヒアリング 

市町村実態調査  調査結果取りまとめ  

Ｈ27年度 補助事業検査 

        補助金確定 

［一次早着分］申請⇒交付決定（4月） ［一次分］応募（5月）⇒交付決定（7月） ［三次分］応募（１１月） ⇒交付決定（1月） 
1月下旬～2月上旬 

県集落営農推進研修会     
［二次分］応募（８月） ⇒交付決定（１０月） 

集

落

営

農

の

推

進 

○集落

営農塾

の開催 
振興センター、

地域本部、

市町村の連

携 

集落営農塾 
（法人化コー

ス） 

集落営農塾 
（組織化コー

ス） 

                    ■法人化コース研修例  （1回目）法人化のメリット    (2回目）先進地視察    （3回目）集落営農講談会    (4回目）法人設立に必要な情報（講義）    （5回目）法人設立に必要な情報
・参加者のレベルに合わせたカリュキュラ

ム 

                    ■組織化コース研修例（1回目）集落営農の必要性    （２回目）先進地視察   （３回目）集落講演会       （４回目）組織の設立方法       (５回目）活動検討（ 
・開催地の拡大、回数の増 

・参加者レベルに合わせたカリュキュラム

（対象者） 
・中山間地域等直接
支払制度の協定組織 
 

・集落活動センター 
 

・既存集落営農組織 

新

日
高
村
、
奈
半
利
町

四
万
十
市
、
四
万
十
町 

新
規
地
区 

大
豊
町
、
土
佐
町 
、

本
山
町
、
三
原
村 

継
続
地
区 

協議会設立

準備 

協議会設

立 

構想づくり 事業計画の作成 

受講 

事業計画の目標に向けた活動の支援         運営委員会の定期開催  1回／月 

運営委員会の定期開催   1回／月 

市
町
村
ご
と
の
拠
点
構
想
づ

く
り
28
市
町
村 

セミナー準備 

・セミナーを支援する体制づく

り ・チーム編成、サポート担

当の配置 

（JA、振興センター、地域本

キックオフセミ

ナー 

28
市
町
村
構
想
完
成 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 

拠点作り① 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 

拠点作り② 
 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 

拠点作り③ 
 

年
間
取
組
総
括
、
次
年
度
計
画
協
議
・
決
定 

取
組
意
向
を
把
握 

構想について合意 

関係機関、市町村⇒首長説明 

 

候補地区の決定 

構想のブラッシュアッ

プ 

組織設立に向けた検討開始 
既存組織の

ない地区 

既存組織の

ある地区 

協議会の設立準備 

 

次年度事業計画作成 

協議会設立 複

合

経

営

拠

点 
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